






1.被虐待児症候群実態調査 

被虐待児症候群の発生実態,とりわけ医療場面における実態を知る目的で一連の調査を企

画した。現在,数の把握のための第一次調査を終了し,内容的把握のための第二次調査が進

行中である。第一次調査(1984年 11 月実施)では,全国の総病床数 200 以上の小児科のある

病院計 1,006 施設を対象に,1983 年 1 月から 12 月の間の本症候群の経験の有無,小児科入

院総数などを調査した｡639 施設(63.5%)より回答が得られ,このうち 90 施設より 129 症例

が報告された。入院例 110,外来例 18,不明が 1 であった。小児科入院総実数の報告は 510

施設より計 249,363 名で,ここに含まれる入院症例は 93 例,0.037%であった。 


